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11:00能 巻
シテ/巫女

ツレ/都の男

ワキ/勅使
アイ/従者

幣目| ――まきぎぬ一

弩2111 J王 穫; “鬼  :I(大蔵流〉 一おにがわら一―

シテ/大名        麓量感らきら

アド/太郎冠者      茂山千之丞

後見 茂山 虎真

休憩20

鐙:50能 西行機
シテ/老桜の精
ワキ/西行法師
ワキツレ/花見の人
ワキツレ/ 〃

ワキツレ/ 〃

アイ/西行庵の能力

勅命によリギ疋の巻絹が熊野権現に納められることとなり、国 か々ら運はれてくる巻絹を受け取る

ために、勅使が熊野に派遣される。しかし都からの上納品が未だ届かないでいた。この止納品を携え

た男は、慣れない旅に加えて重い荷物を持っているために、不安やら夢中やらでШ々を踏み分け、

ようやく熊野に着く(,まず音無天神に参詣するが、咲き匂う冬梅に目を留め、一首の和歌を心の中で

神へ手向ける。それ故に遅れたのであった。勅使は勇の遅参を黄め縛り上げるが、そこに巫女が現れ、

男が遅れた理由を説明して縄を解{す という。しかし勅使:よ このような男に歌が詠めるわ1す はないこ

疑うので、男に上の旬を詠ませ、巫女:よその下の旬をつけ、疑いを重青ら,cそして言無の天神が乗り

移つた巫支はさ引こ和歌の徳を述べ、棒前に視詞を捧i式 市露楽を奏丁る。そのうちに再び神がかつ

した様子で物狂いの態となるが、時か経つにつれ神霊は離れ去り、元の姿へこ戻るのであつた。

訴訟のため、永らく在京した大名は、信仰する因幡堂の薬師に、お礼と暇乞いのため、太郎冠者を

伴って出かける。大名は、この薬師を自らの国許へ勧請したいと思い、御堂の様子を見てまわる。

すると破風の上の鬼瓦が目に留まる。鬼のいかつい顔をよく見るうちに、その顔が自分の妻の顔に

似ていることに気づいた大名ほ…….

京都西由にある、西行法師の庵室の桜は今が満開で、都から人勢の見物人がやつて来る。西行は

今年は桜を独りで楽しもうと思い、寺男に花見禁制の旨を人々に告げさせる。ところがはるばる

都から訪れた人達をむげに断ることも出来ずヽ 花見を許し、一行を庭へと通す。西行は、俗の花見

客は心外だ、これも桜の咎だろうと、『花見んと群れつつ人の来るのみぞあたら桜の咎にはありける』

と和歌に詠む。するとその夜の夢に、大陰から桜の精が現れて、先程の歌を詠んだ心を問いただす。

そして「桜の咎」とされたことは承服できないと不満を述べ、非情無心の革木の花には何の罪もない

ことを西行に訴えるもその一方では、西行と知りあい、恵みを受けたことはこの上ない喜びだと言い、

京都の桜の名所を次 と々挙げてその美しさを讃え、春の夜を惜しみながら物さびλ舞を発う。やがで

夜も明け、桜の精は消え失せ、西行の夢も覚めるのだつた。

桜の名所として,0られなから、遠いまかあま1,訪れる人の少なしヽ大票野。西行法藍Eが庵至として

選んだのもそんなI里 曲からだろう̂
レ

加えてこの由のシテを「老人の精」としたのも、華やかな桜が咲き

つつも閑静な、西山の地のイメージにはまるからかもしれない。

光源氏の正妻葵上は、物怪に取り憑かれ寝込んでいる。そこへ朱雀院に仕える臣下に呼ばれた照日の

巫女が、梓の法を行い、憑き物の正体を暴こうとする。やがて梓の弓の音に引かれて、破れ車に乗つた

貴婦人が現れる。さめざめと涙を流すその女の名を尋ねると、六条御息所の怨霊と名棄る。御息所は

東富妃として華やかな生活を送っていたが、夫に先立たれた後、規しくなつた光源氏この愛も失つた

今、その愛を奪つた葵上を恨んでもヽるのだった。その恨みは次第
'こ

高まり、律「息所の霊は葵上の

枕元:こ立ち寄って貴め苛み、幽界へ達れ去ろうとするが、執心を残したまま姿を
'毒

す。

葵上の容体の急変にただならぬ様子を覚えた匿下は、今度|=積′::小聖を呼び寄せ、祈祷をさせる。

御息所の霊は鬼の形相となつて現れ、打杖で小聖を追い返そうと激しく争うが、ついに法力1こ罵し、

悪鬼の心を和らげて、再び姿を見せぬと誓い消え失せるのだつた。

数ある源氏物語を題材にした能の中でも、演出の工夫が突出しており、場面展開が多く飽きさせない。

舞台正面に小袖を置き、病床の葵上に見立てる所なども、能独特の演出方法で、ある意味でこの曲の

象徴とも言えるだろう。

笛  左鴻 泰弘
小鼓 吉阪 倫平
大鼓 i可村凛太良『

太鼓 前り|1 光範

笛  杉  市和
小鼓 吉阪 ―郎
大鼓 'p]村  大
太鼓 前サ|: 光長

―さいぎょうざくら一

青木 道喜
福王 知登

喜多 雅人

広谷 和夫

佐々木 秀

茂山  茂

味方  梓

青木真由人

小林  努
茂山 虎真

地謡 味方  玄

分林 道治
麗茂井廣道

橋本 忠樹
河村浩太郎
谷 弘之助

宮川 卓也

片山 峻佑

地謡 片山九郎右衛門

古橋 正邦
味方  玄
大江 信行
橋本 忠樹
河村 和貴
河村浩太郎

谷 弘之助
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14:30 仕舞 鵜療機毅
シテ/鵜使いの老人

仕舞 爾:'爾
シテ/漁師の霊 片山九郎右衛門

地謡 武田 邦弘

橋本 石義道

古橋 正邦

大江 広祐

14:45 育旨  :癸 ョ 嶽担  梓之出

――あおいのうえ。あずさので一

前シテ/六条御患所の霊

後シテ/  〃

ツレ/照日の巫女

ワキ/横川小聖

ワキツレ/朝臣

アイ/左大臣家の男

味方

15:45頃 終了予定
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井上 裕久 諸曲饉繭畿7月公演
令澪□7年 7.用 27日 (日 )

午前 11時間演

[午前 10時30分開場 ]
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片曲 崚饉
茂菫千菫壼霊
分林 道治
橋本 忠樹
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1■ 藝

[嚢席議曲]

一般前売 4′ 000躍
一般当日 4,500毒
学生   21000円
回数券  17′ 000円
(五枚綴)

京都観量会館
075-771-6114
9～弩7日寺 周体

旋山定期能奎会壷整歴i

075-551-6535
10～ 17時 土日体
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梅田 嘉宏

浅井 風矢

原   大

原   陸

増田 ,告紀

地謡 片山 伸吾
河村 博重

分林 道治
田茂丼廣道
河村 和貴
宮川 卓也

片山 峻佑
青木真由人
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会場/京都観麓会嘔
京都市営地下鉄東西線「東山」駅下車 徒歩約7分
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